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要　　旨

既存のWeb上の商品検索システムは検索条件を変更して行くと次々とページが切り替わって
行くため，検索結果やその商品の内容や存在を忘れてしまう．
そこで本研究では，検索システムを使用するユーザを対象として，興味を持った商品情報

の収集と比較を支援するインタフェースを提案し，このインタフェースを取り入れたシステ
ム Pick-up Cartの開発を行った．

Pick-up Cartは，既存の検索システムの機能をそのまま使用でき，更に商品情報を収集・比
較するための簡単で直感的な操作体系を提供する．収集した情報はテーブル形式で表示され
比較を容易にする．更に収集した情報はWebサイトを移動したとしても常に参照することが
でき，商品の内容や存在を忘れてしまうという今までの問題を解決する．
評価実験を行った結果，商品情報の比較を容易にするという結果が得られ，検索時のイン

タフェースとして有用であることがわかった．今後，Webページの情報抽出技術を用いて商
品以外の検索システムへの適用を考えている．
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第1章 序論

1.1 Web上における商品検索

近年，インターネットを用いて情報を収集することは極めて自然なこととなり，我々はた
くさんの情報をインターネットを通じて得るようになった．その際，情報収集するために頻
繁に用いるのが検索システムである．例えば，辞書サイトで語句の意味を調べる時，ショッピ
ングサイトで欲しい商品を探す時，宿泊予約サイトで宿泊するホテルを探す時など，検索シ
ステムを利用して情報を得る．
しかしながら，現在の検索システムのインタフェースには問題が存在する．例えば，ショッ

ピングサイトで商品を探す際，最初の検索クエリでは商品を決めずに大抵何度か検索クエリ
を変更し，より良い商品を探していく．この時，クエリを変更していく間に次々とページが
変わり，以前見ていた商品は多少興味があったとしてもページ上から消えてしまう．そして，
興味をもった商品の情報はもちろん，存在さえも忘れてしまうことがある．このため検索シ
ステムのユーザは，興味を持った商品同士を比較することが難しい．

1.2 本研究の目的

本研究の目的は，Web上の商品検索を行うユーザの負担を商品情報の収集とその比較の面
で軽減し，最終的にユーザの満足度を高めることである．

1.3 本研究で提案するアプローチ

検索システムを使うユーザによって収集された商品情報を見やすく一覧表示することによ
り，商品の比較を支援するインタフェースを設計し，このインタフェースを取り入れたシス
テムの開発を行う．
既存の検索システムの検索結果を表示する機能はそのまま用いて，情報の収集と比較を支

援するインタフェースを付加する．これにより商品検索，検索結果の情報の収集，情報の比
較が同時に行えるインタフェースを開発する．
本研究では，主にショッピングサイトでの商品検索に焦点を絞ってシステムの開発を行った．

商品情報は様々なデータ形式（画像，文字，数値など）を保持しており，商品情報を対象と
したシステムの開発を行うことで，今後他の情報検索への応用も容易だと考えたからである．
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1.4 本論文の構成

本論文の構成は以下のとおりである．
第２章では，現在の商品検索においての問題点とそれを解決するための提案を述べる．第

３章では，本研究で提案するインタフェースの設計とその利用例について述べる．第４章で
は，第３章で述べたインタフェースを取り入れたシステム Pick-up Cartの実装について述べ
る．第５章では，Pick-up Cartの評価について述べる．第６章では，前章で得られた評価結果
からPick-up Cartの有用性と改善すべき点について述べる．第７章では，本研究と関連する研
究について述べる．そして，第８章で本論文をまとめる．
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第2章 商品検索時の情報の収集と比較

この章では商品検索時において，商品情報の収集・比較時の問題点を述べ，その問題点を
解決するための提案を述べる．

2.1 商品情報の収集・比較時の問題点

ショッピングサイトで商品を探す際，目当ての商品があいまいな場合は良さそうな商品が見
つかったとしても，大抵他にも良さそうな商品がないか何度か検索クエリを変更して他の商
品を見ていく．この時我々は頭の中で興味を持った商品の情報を収集しながら，収集した商
品情報と現在見ている商品情報を比較している．しかし，検索を進めていく間に興味を持っ
た商品の情報を忘れてしまうことがあり，興味を持った商品情報同士を簡単に比較すること
ができない．
この問題を解決するために現在のショッピングサイトでは，ユーザが興味を持った全ての

商品を同じページ内に表示するための機能を提供している．これらのサイトは大きく分けて
2種類に分類できる．一つは，ブックマーク機能を持つショッピングサイト1である．もう一
つは，選択した商品をテーブル形式で比較するサイト2である（図 2.1）．ブックマーク機能を
持つサイトでは，ユーザが検索中に興味を持った商品をブックマークしていき，ブックマー
クをした商品を一覧するページで商品同士の比較が行える．テーブル形式での比較が行える
サイトでは，検索結果の中で興味を持った商品にチェックを入れ商品比較ページにアクセスす
ると，チェックを入れた商品をテーブル形式で比較することができる．
これらのWebサイトは商品を比較するために比較専用のページを使っている．そのため商

品情報の収集と比較の作業が二つに分断され両方をシームレスに行うことができない．しか
しながら，商品情報の収集と比較を同時が行えると，収集した商品情報と現在見ている商品
情報を比較する時に新たな知見を得て，より自分の希望にあった検索クエリを見つけ出す可
能性がある．そのため情報の収集と比較は同時に行った方が良いと言える．
現在の検索インタフェースにおける商品情報の収集・比較時の問題点を整理すると，

• ページの遷移と共に商品情報を忘れてしまうことがあり，興味を持った商品同士を同時
に比較することができない．

• 比較用ページを持つサイトもあるが検索ページとは独立しているため，情報収集と比較
をシームレスに行えない．

1amazon.co.jp： http://amazon.co.jp
2価格.com： http://kakaku.com
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図 2.1:ショッピングサイトの商品比較ページ（左：ブックマーク機能を持つサイト，右：テー
ブル形式での比較が行えるサイト）

という 2つの問題が存在する．

2.2 情報の収集・比較を支援するインタフェースの提案

2.1節で挙げた問題を解決するためには，

• ユーザが興味を持った商品を同時に比較できる

• 興味を持った商品情報の収集とそれらの情報の比較がシームレスに行える

という 2つの要件が必要と考えた．
そこで，検索中ユーザによって指定された商品情報を随時保存・表示することで商品情報

の収集支援を行い，同時に収集した情報同士の比較支援を行うインタフェースを提案する．
このインタフェースは，ウィンドウ上に商品検索を行う領域とは別に検索中に興味を持っ

た商品情報だけを表示する領域を提供する．そして，ユーザは検索中に興味を持った商品情
報をその領域に保存することで，検索中興味を持った全ての商品情報を一度に比較すること
ができる．また，ウィンドウは検索を行える領域と商品の比較が行える領域の二つの領域が
あるため，商品情報の収集とそれらの情報の比較が同時に行うことができる．
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第3章 情報の収集・比較を支援するインタ
フェース

この章では，本研究で提案する検索時に商品情報の収集と比較を支援するインタフェース
の設計と，このインタフェースを用いた商品検索のシナリオについて述べる．

3.1 情報の収集・比較を支援するインタフェースの概要

図 3.1はインタフェースの外観である．既存の商品検索サイトの右側に，商品情報の表示と
比較を行うためのボックスを設置する．これをカートと呼び，このカートはページのスクロー
ルや移動 (サイト間の移動も含める)を行ってもその場に固定され常に使用することができる．
このインタフェースは，ユーザの興味のある商品情報をカート内に保存・表示することで

商品情報の収集を支援し，カート内に集めた情報同士の比較を支援する．

図 3.1:インタフェースの外観
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情報の収集・比較を支援するインタフェースの特徴としては，

• 既存のWebページの機能を使うことができる

• 簡単で直感的な操作で商品情報の収集・比較を行うことができる

• 異なったページの商品を同時に比較することができる

• 検索と商品情報の比較を同時に行うことができる

といったものがある．

3.2 情報の収集支援

興味を持った商品情報の収集を容易にするため，興味を持った全ての商品情報を一度に閲
覧可能にする．ユーザが検索結果に表示される商品をドラッグしカートにドロップすると，自
動的に該当商品の情報が保存されるようにする（図 3.2）．これは，商品を手に取ってカート
に入れておくという直感的な操作に対応している．更にボックス内の商品情報を常に閲覧で
きるようにして商品情報の忘却を防ぐ．また，ドロップをする際にカーソルがカート上に来
るとカートの色を変え，ドロップに反応する領域かどうか一目でわかるようにする．

図 3.2:ドラッグ＆ドロップによる商品情報の保存
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ユーザは商品を検索していると，前に見た商品がどこにあるかわからなくなることがある．
たとえ商品の情報をカート中に保存したとしても，その商品がどこにあったか覚えていない
かもしれない．もしその商品近辺の商品をもう一度見たい場合，そこまで戻ることができな
いだろう．そこで，いつでも商品のあったページにアクセスできるように，カート内に保存
された商品情報にその商品のあったページへのリンクを貼る．このリンクをクリックすると，
該当商品がカートに保存された時に閲覧していたページに飛ぶことができる．

3.3 情報の比較支援

カート内に保存された商品情報の比較を容易にするために，テーブル形式による商品情報
の提示を行う．テーブルの行には一つの商品を，列には商品の属性を表示する．テーブル形
式を用いた理由は商品の情報の属性同士を比較しやすく商品の比較に向いていると考えたた
めである．
カートは，上下二つのフレームに分ける．上部は商品の属性名，テーブルを操作するため

のボタンやチェックボックス，カートサイズを変更するボタンを表示する．下部は商品情報の
入ったテーブルを表示する．

3.3.1 商品情報のソーティング

属性名の右にある上下矢印ボタンをクリックすることにより，該当属性に沿ってテーブル
内のアイテムをソーティングすることができる．タイトル名とカテゴリ名は五十音順で，値
段は値の大小でソーティングを行う．上矢印ボタンと下矢印ボタンはそれぞれ昇順と降順に
商品情報をソーティングする．これはソーティング結果を商品選択の参考にするための機能
である．

図 3.3:値段のソート
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3.3.2 手動による商品情報の並び替え

商品 (行)をドラッグすることができ，ドラッグしながら商品を上下隣りの商品上へ動かす
とそれら二つの商品の場所が入れ替わる．これは商品を好きなように並び替えることで商品
比較や商品選択を容易にするための機能である．

図 3.4:ドラッグ＆ドロップによる商品の並び替え

3.3.3 商品情報の削除

商品をドラッグし，下部のごみ箱マークの上でドロップすると，その商品がテーブルから
削除される．商品のドラッグ中にカーソルがごみ箱上に来るとカートの色が変わるため，ド
ロップに反応する領域かどうか一目でわかる．これはいらなくなった商品を削除するための
機能である．

図 3.5:ドラッグ＆ドロップによる商品の削除
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3.3.4 属性（列）の並び替え

テーブル上の属性名の左右にある矢印ボタンを押すことにより列の順番を並び替えること
ができる．右矢印ボタンは列を右に移動させ，左矢印ボタンは列を左に移動させる．これは
注目をしている属性を見やすい位置（テーブルの端など）に移動することで，属性同士の比
較を容易にする機能である．

図 3.6:テーブル上の画像とタイトルの順番の入れ替え

3.3.5 列の表示・非表示切り替え

属性名の左にあるチェックボックスの on/off切り替えにより，テーブル内の該当する属性
の列の表示・非表示を行う．チェックボックスを off にすると該当属性の列が非表示になる．
チェックボックスを onにするとテーブルの一番右の列に該当属性の列が表示される．これは
商品の比較に必要な項目だけ選んで表示することで商品の比較を容易にする機能である．

図 3.7:カテゴリの列の非表示
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3.3.6 カートサイズの拡大・縮小

メニュー左上のボタンをクリックすると，ウィンドウサイズの 50％までカートサイズを拡
大することができる．もう一度クリックすると元のサイズに戻る．これはカート内の商品情
報の表示領域を広げることで，商品情報の表示を見やすくする機能である．

図 3.8:カートサイズの拡大・縮小

10



3.4 利用例

情報の収集・比較を支援するインタフェースを利用した場合の例を図を用いて説明する．
ユーザはショッピングサイトで母親の誕生日プレゼントを選び，購入したいと思っている

とする．まず，ユーザは本システムのWebページにアクセスする．するとブラウザ上には利
用できるショッピングサイトのリストが表示される．次に，ユーザはその中からあるショッピ
ングサイトを選びリンクをクリックする．するとブラウザ上にはショッピングサイトのトップ
ページと共に四角いボックスが付いているWebページが表示される（図 3.9）．この四角い
ボックスがカートである．カートはページのスクロールや遷移に関わらず，常にウィンドウ
の右側に表示されている．

図 3.9:ショッピングサイト（amazon.co.jp）のトップページとその横に表示されたカート
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まずユーザは料理が好きな母親に鍋をプレゼントしたいと思い，検索フォームに「鍋」と
入力し検索ボタンを押す．Webページには鍋にヒットした商品のリストが現れる．
しかし鍋の他に，題名に「鍋」のつく本がたくさんヒットしてしまったためカテゴリーの

「ホーム＆キッチン」を選びカテゴリーを絞る．更に，ユーザはショッピングサイトの並び替
え機能により検索結果を「売れている順番」に並び替える（図 3.10）．
このようにショッピングサイトの検索機能をそのまま使って検索を行う．ここまでは，商品

を検索する流れは既存のショッピングサイトと同じである．

図 3.10:検索ワードを「鍋」にした時の検索結果
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ユーザは検索結果の中からプレゼントに良さそうな商品を見つけ，その商品をドラッグ＆ド
ロップでカートへ投げ込む．するとカート内に商品情報が表示される，上部フレームには左
から，チェックボタン，投げ込んだ商品の属性名，上矢印ボタン，下矢印ボタンが表示され
る．下部フレームには，投げ込んだ商品情報が入ったテーブルが表示される．（図 3.11）．
このように，検索中に良いと思った商品をカートに保存することで，常にそれらの商品情

報を手元に置いておくことができる．

図 3.11:商品情報のテーブル表示
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ユーザはその後も鍋について検索し続け，プレゼントの候補をカートの中に保存して行っ
た．ある程度検索を行った後，ユーザは鍋の価格帯が自分の希望より高いと感じ，他の商品
を見てみようと思った．そして，カテゴリーの「やかん・ケトル」をクリックしやかん・ケ
トルについて検索を行った．検索ページは切り替わり「やかん・ケトル」についての検索結
果を表示する．しかしカート内の表示は変わらず，「鍋」と検索した時に保存した商品情報が
表示される．
ユーザは再びプレゼントに良さそうな商品を発見しカート内に保存した．ここで，カート

内の商品を値段順にソーティングすると（図 3.12），鍋よりもやかん・ケトルの方が希望する
価格に近いと気づいた．そこで，ユーザは更にやかん・ケトルについて詳しく検索行った．
このように，ページの異なる商品を同時に比較することができる．また，検索中に商品を

比較することで新たな発見をして，今後の検索に役立てることができる．

図 3.12:カート内の商品情報をソーティングした結果
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しばらく検索を行った後，ある程度満足のいく商品が見つかったので検索をやめてユーザ
は今まで集めてきた「鍋」と「やかん・ケトル」の商品情報を比較した．まず，カートサイズ
を広げて商品情報の表示を見やすくした後，商品情報の取捨選択をした．必要のない商品は
ごみ箱マークの上にドラッグ＆ドロップすることで削除した．そして，最終的に 1つの商品
が残り，母親にプレゼントする商品を決めることができた（図 3.13）．

図 3.13:検索終了時の商品情報
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第4章 Pick-up Cartの実装

第３章で述べたインタフェースを取り入れたシステムPick-up Cartの実装を行った．本章で
は，Pick-up Cartのシステム構成とその動作について解説する．

4.1 システム構成

本システムは，Pick-up Cartサーバとクライアント PCから構成されている．図 4.1は本シ
ステムの構成を示している．

図 4.1: Pick-up Cartのシステム構成

Pick-up Cartサーバはページ取得・書換部，ファイル書換部，カート内の商品情報ファイル
から構成される．クライアント PCは Pick-up Cartインタフェース制御部，商品情報管理部か
ら構成される．

Pick-up Cartサーバ上のプログラムはPHP5.1.6を用いて実装した．クライアントPC上のプ
ログラムは JavaScriptを用いて実装した．JavaScriptのフレームワークとしてPrototype 1.6.01と

1Prototype： http://www.prototypejs.org/
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script.aculo.us 1.8.02を用いた．プログラムソースサイズは合わせて約 1100行である．また，
動作環境はMozilla Firefox 2.0である．

4.2 Pick-up Cartサーバ側のプログラム

Pick-up Cartサーバは，クライアントからの外部サーバへのアクセスの管理や，クライアン
トの個人データの管理を行うサーバである．

4.2.1 ページ取得・書換部

Pick-up Cartサーバ内のページ取得・書換部は，クライアントと外部サーバ（ショッピング
サイト）の中間にあり，クライアントから外部サーバへのアクセスを管理している．図 4.2

はページ取得・書換部の動作を表している．説明の便宜上 Pick-up Cartサーバのアドレスを
http://pcserver.../とし，外部サーバのアドレスを http://shopping.../とする．ページ取得・書換部
は以下の動作を行う．

1. クライアントPCからPick-up Cartサーバへ最初のアクセスがあると，外部サーバのトッ
プページの HTML ファイルを取得する（図 4.2①）．

2. 取得したファイル中のAタグのアドレス（href属性）を探し，そのアドレスが内部リンク
（http://shopping.../item/）だった場合，Pick-up CartサーバのアドレスにURLパラメータと
して内部リンクのアドレスを付加したアドレス（http://pcserver.../?url=http://shopping.../item/）
に書き換える（図 4.2②）．

3. 2に加えてクライアント PC上で動作する JavaScriptを埋め込んだファイルをそれをク
ライアント PCにレスポンスとして送る（図 4.2③）．

4. Pick-up Cartサーバに再びアクセスがあると，URLパラメータに保持されている外部
サーバのアドレスを取得すし，2に戻る（図 4.2④）．

5. 4で取得したアドレスから HTML ファイルを取得する（図 4.2⑤）．

2から 5の 4つの動作を繰り返すことで，ユーザが検索行っている間クライアント PCは常に
Pick-up Cartサーバを通してから外部サーバと通信を行う．

4.2.2 ファイル書換部

ファイル書換部は，カート内の商品情報ファイルを書き換える部分である．ファイル書換
部はクライアント PCから Pick-up Cartサーバへ最初のアクセスがあると以下の動作を行う．

2script.aculo.us： http://script.aculo.us/

17



図 4.2:ページ取得・書換部の処理の流れ

1. クライアントを識別するためのセッション IDを発行する．

2. セッション IDをクッキーに記録する．

3. セッション IDをファイル名としたカート内商品情報ファイルを作成する．

その後，クライアント PC側でカート内の商品情報が更新されると，クライアントPCから更
新情報とクライアントのセッション IDがファイル書換部に送られて来る．ファイル書換部は，
送られてきたセッション IDと同名のカート内商品情報ファイルを，送られてきた更新情報の
内容に従って書き換える．

4.2.3 カート内の商品情報ファイル

カート内の商品情報ファイルはCSV形式である．ファイルにはカート内の商品情報，商品
の属性名，テーブルの行数，行の並び順，列数，列の並び順が記録されている．そして，商
品情報にはその商品があったページのURL，画像のURL，タイトル，カテゴリ，値段が記録
されている．
図 4.3はカート内の商品情報ファイルの内容の例である．ファイルは一行目にテーブルの行

数と並び順，二行目にテーブルの列数と並び順，三行目には商品の属性名が記録される．四
行目以降は商品情報が記録される．商品情報は行番号が IDとなっており，行の並び順は商品
情報の IDの並び順で表される．また，属性名の IDは左から IDを割り振っていき（URL=1,

画像=2,...），列の並び順は属性の IDの並び順で表される．
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行番号
1 3,5,4,6

2 5,2,3,4,5

3 URL,画像,タイトル,カテゴリ,値段
4 http://url.jp/,http://aaa.jpg,シャツ,アパレル,2620

5 http://url.jp/,http://bbb.jpg,シューズ,アパレル,3100

6 http://url.jp/,http://ccc.jpg,ジャケット,アパレル,7000
...

...

図 4.3:カート内商品情報ファイルの内容の例

4.3 クライアントPC側のプログラム

Pick-up Cartサーバからクライアント PCへ送られて来る JavaScriptプログラムは，Pick-up

Cartインタフェース制御部と商品情報管理部で構成される．

4.3.1 インタフェース制御部

インタフェース制御部は情報の収集・比較を支援するインタフェースを実現する部分で，以
下の 4つの動作を行う．

1. 検索結果の商品の divタグを見つけ出し，全ての divタグにドラッグ可能な属性を付加
する．

2. ドロップを検知する属性をカートに付加する．

3. ソーティング機能などの比較を支援する機能を実装する．

4. 商品がカートにドラッグ＆ドロップされた場合，該当商品の HTML タグから画像，タ
イトル，カテゴリ，値段の情報を抽出し，それらの情報をカート内に表示する．

4.3.2 商品情報管理部

商品情報管理部は，カート内の商品の情報を管理を行う部分で，以下の動作を行う．

1. カート内の商品情報が更新された場合，Pick-up Cartサーバ上のファイル書換部へ更新
情報を送る．

2. ページの移動などで商品情報の読み込みが必要な場合，Pick-up Cartサーバ上の商品情
報ファイルから商品情報を取得する．

19



ファイル書換部への更新情報の送信はAjaxを用いて行った．従来のリクエストの送信は，レ
スポンスを新たにWebページとして受け取っていたので画面遷移が発生していた．しかし，
Ajaxを用いたリクエストの送信は画面遷移を伴わないため，シームレスにサーバ上の商品情
報の更新ができる．
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第5章 Pick-up Cartの評価

Pick-up Cartの有用性を検証するため被験者実験を行った．この章では，被験者実験の目的，
方法，結果，考察について述べる．

5.1 実験の目的

情報の収集・比較を支援するインタフェースを元に実装したPick-up Cartを用いて，インタ
フェースの有用性を商品情報の収集の容易さ，比較の容易さ，ユーザの満足度の面から検証
する．

5.2 実験の方法

普段インターネットをよく使用している男子学生 4名にショッピングサイトで以下の 2つの
タスクを行ってもらいインタフェースの評価をしてもらった．

• 母親の誕生日にあげるプレゼントを選択する．

• 父親の誕生日にあげるプレゼントを選択する．

2つのタスクのうち一方のタスクをシステムを使用して行ってもらい，もう一方のタスクをシ
ステムを使用しないで行ってもらった．タスクの二通りとシステム使用・不使用の二通りの
全ての組み合わせで実験が行われるように設定をした．また，amazon.co.jpでこれらのタスク
を行った．
実験では最初に，実験と Pick-up Cartの説明をし，システムに慣れるために練習をしても

らった．その後，2つのタスク行ってもらった．その際自分の納得のいく商品が見つかるまで
商品を選ぶよう指示をした．そして商品を選択するまでの時間を計った．最後にインタフェー
スを評価するためのアンケートに答えてもらった．アンケートでは，情報の収集の容易さ，情
報の比較の容易さ，目的に対する満足度を尋ねた．

5.3 実験の結果

表 5.1は，評価実験の結果である．システムを使用した時としない時の被験者ごとの商品情
報の収集の容易さ，比較の容易さ，目的に対する満足度，プレゼントの選択時間（タスクを
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行った時間）を表している．収集の容易さ，比較の容易さ，目的に対する満足度は５段階で
評価しており，５に近いほど評価は良い．

表 5.1:評価実験の実験結果

システム不使用
収集の容易さ 比較の容易さ 目的に対する満足度 選択時間（分：秒）

被験者 A 2 1 4 10:34

被験者 B 1 1 4 5:10

被験者 C 4 3 5 12:26

被験者 D 3 2 5 7:42

平均 2.50 1.75 4.50 8:58

システム使用
収集の容易さ 比較の容易さ 目的に対する満足度 選択時間（分：秒）

被験者 A 4 4 5 16:10

被験者 B 4 5 4 17:26

被験者 C 4 5 4 18:28

被験者 D 4 4 4 33:13

平均 4.00 4.50 4.25 21:19

アンケートによって得られたコメントをシステムを使用しない時と使用したときに分けて
以下に示す．

コメント

システムを使用しない場合

• タブで次々と開いていたら，同じ商品を二回選んでいたことに気づいた．

• 似た者同士の細かい部分の比較が面倒．

• 前の情報をすぐ忘れてしまった．

• 値段などを覚えておかなければならないため同じページを何回も開いた．

システムを使用した場合

• 気に入った物の情報を簡単にキープしておける点は良いと思った．

• 商品情報をテーブルに入れておくと後で商品を選ぶ参考になって便利だっだ．

• システムを使用しない場合より気軽に投げ込めた（気軽に候補を沢山挙げられた）．
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• 値段が比較できるので良い．

• 曖昧な物を検索するときはかなり便利．

• タブ切り替えよりはテーブル一覧表示の方が比較しやすいのは間違いない．

• 属性ごとに列になっているので比較しやすかった．

• 情報の収集は既存のシステムとあまり変わらない．

• 関連商品をドラッグできないのは不便．

• 画像クリックした時，検索結果に飛ぶのではなく商品の詳細ページに飛ぶ方が良い（二
度手間になるから）．

• 表示する商品の属性の種類をもっと増やしたら使いたい．

• ごみ箱が邪魔．

5.4 考察

システムの使用時と不使用時の間で，商品情報の収集の容易さ，商品情報の比較の容易さ，
目的に対する満足度について t検定を行った．
商品情報の収集の容易さに有意差は見られなかった（p = 0.06）．しかし，収集に対するコ

メントでは比較的良い評価を得ることができた．今後は被験者を増やし，より正確な評価実
験を行わなければならない．
商品情報の比較の容易さに有意差が見られ（p < 0.01），システムを使用すると比較が容易

になることがわかった．これより本インタフェースが検索時に有用であることがわかった．
目的に対する満足度に有意な差は見られなかった（p = 0.54）．システムを使用した時も使

用しない時も最終的に納得のいく商品をユーザに選んでもらったため，どちらの場合も評価
ポイントが高くなり，有意な差が見られなかったと思われる．本研究のインタフェースは商
品を選ぶまでの過程を支援する．しかし，この評価項目は最終的に選んだ商品に対する満足
度であるため，評価の行われるべき項目にずれがあった．今後はより適切な評価項目を考え
ていかなければならない．
商品を選択するまでの時間は，システムを使用していない時よりも使用した時の方が各被

験者とも時間が 1.5～4倍多くかかっている．システムを使用した方が時間が多くかかった原
因の一つとして，コメントにもあったように商品のプレゼント候補を気軽に挙げられること
が考えられる．システムを使用していない時は，多少気になった商品でも候補には入れずに
見逃していた．しかしシステムを使用した時は，そのような商品でも気軽に候補に入れるこ
とができ，候補の数が増えたため候補を決めるため時間が多くなったと考える．
被験者からの情報の収集と比較に対するコメントでは，システムを使用しない場合は否定

的なコメントが多かったが，システムを使用した場合は肯定的なコメントが多かった．

23



第6章 議論

この章では，情報の収集・比較を支援するインタフェースの有用性について，情報の収集
支援と情報の比較支援に分けて議論する．また，Pick-up Cartとタブを利用した検索の違いに
ついて議論する．そして，本研究の今後の展望について述べる．

6.1 情報の収集支援について

6.1.1 情報の収集方法

商品をドラッグしカートへドロップすると商品情報がカートへ保存される．ドラッグ＆ド
ロップによる方法は，ウィンドウの左から右へのマウスカーソルの移動は多少の手間を感じ
させる．マウスカーソルの移動量を減らす方法として，検索結果の商品情報にボタンを埋め
込み，ボタンをクリックすることで商品情報を保存する方法が考えられる．しかし，ドラッ
グ＆ドロップによる方法は直感的であり，よりインタラクティブな操作ができる可能性があ
る．例えば，ドラッグした商品情報をテーブル上のどこにドロップするかにより，新しい行
の挿入位置を決めることができる．

6.1.2 画像のクリックによるページ遷移について

カート内の商品画像をクリックした時，商品の検索結果に飛ぶのではなく商品の詳細ペー
ジに飛ぶ方が良いというコメントを得た．インタフェースの設計では，選んだ商品がある検索
結果ページに行きたいがそのページの場所を忘れて行けないという場合を想定しており，検
索結果のページに飛ぶように設定をしていた．しかし，ユーザは商品の検索結果よりも商品
の詳細を見たいと思うことが多く，詳細ページに辿り着くまで 2回のページ遷移が必要だと
感じて，詳細ページに直接飛ぶ方が良いというコメントをしたのであろう．また，ユーザか
らすると商品の画像をクリックすると商品の詳細ページに飛ぶと直感的に思ってしまい，検
索結果に飛ぶことは不自然だと感じたのであろう．

6.1.3 商品の情報量について

表示される商品の情報量（商品の属性の数）が少なすぎるというコメントを得た．Pick-up

CartはWebページからの情報抽出技術よりも，抽出した情報の利用方法について研究を行っ
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てきた．よってWebページから抽出する商品情報の属性を増やさずに，抽出しやすい 4つの
属性のみ抽出を行った．しかし，今後は取得できる商品の属性数を増やす必要がある．

6.2 情報の比較支援について

6.2.1 テーブル形式について

テーブル形式は商品の属性ごとに列になっているのでとても比較がしやすいというコメン
トを得た．テーブルは，一つの行に注目すれば一つの商品の情報が把握でき，一つの列に注
目すれば一つの属性の商品ごとの違いを比較することができる．このため，とても比較に向
いている表示方法だと言えるだろう．

6.2.2 比較を支援する機能について

評価実験の後，被験者に実験中の比較支援機能の使用状況を口頭で質問し調査を行った．

商品情報のソーティング

値段によるソーティングを使用する者が多かった．ある程度カート内に商品が入ると値段
によるソーティングを行い，商品の選択の参考にしていた．値段によるソーティングは商品
の選択に役立つと言える．

手動による商品情報の並び替えについて

手動による商品情報の並び替えを行う者は多かった．目的の商品に近い商品ほどテーブル
の上位に持っていくことで，商品の順位付けを行っていた者がいた．これは，商品の取捨選
択に役立つと言える．

列の表示・非表示切り替えについて

列の表示・非表示切り替えを使用する者は少なかった．これは 4つの属性を十分に表示で
きるスペースがすでにカート内にあったため列を非表示にする必要がなかった．もし商品の
属性が多くなった場合に役立つ可能性がある．

カートサイズの拡大・縮小について

カートサイズの拡大縮小を使用する者は少なかった．列の表示・非表示切り替えと同様に，
4つの属性を十分に表示できるスペースがすでにカート内にあったためカートサイズを拡大縮
小する必要がなかった．もし商品の属性が多くなった場合に役立つ可能性がある．

25



属性（列）の並び替え

属性の並び替えを使用する者はいなかった．この機能は，注目する属性を見やすい位置に
移動させることで属性同士の比較に役立てる機能である．しかし，見にくいために比較しに
くい属性はなかったため使用しなかったと思われる．もし商品の属性が多くなった場合に役
立つ可能性がある．

商品情報の削除

商品情報の削除を使用する者は多かった．Pick-up Cartはカート内に目的の商品の候補を保
存しておくことで，商品の選択の役に立っている．候補に入れる機能があれば候補から外す
機能が必要なため，商品情報の削除機能は必要である．

6.3 Pick-up Cartとタブ利用の違い

実験においてシステムを使用しない場合では，商品情報を忘れないために多くのユーザが
タブを利用していた．そしてタブを利用する場合，気になった全て商品の詳細ページをタブ
を使い残していた．しかし，それら商品の詳細ページのほとんど領域はユーザにとって必要
のない情報ばかりである．商品の詳細ページのうち，商品を比較したいユーザにとって必要
なものは商品の値段，画像，性能などであるが，詳細ページのほとんどは広告や更なる購買
を促す宣伝である．タブを使う場合，ページの余分な部分と必要な部分を見分けて必要な部
分の情報だけ選んで得なければならない．しかし，システムを使用した場合，タブを使用す
る人はいなかった．本システムでは比較に必要な部分のみ抽出され比較することができるの
で，比較に必要のない余分な部分の情報を扱う必要はない．

6.4 今後の課題

複数のWebサイトで動作するシステム

筆者はWebページ内の情報の抽出方法よりも，抽出した情報の利用方法について研究を行っ
てきた．しかし，Webページの情報抽出技術 [2] を用いれば属性情報を自動抽出することが
でき，検索システムを用いた多数のWebサイトで使用可能なインタフェースとなる．例えば，
旅行先での宿を選ぶ際に複数の宿検索サイトの宿の画像，料金，設備，場所などを一度に比
較することが可能となる．このような複数のWebサイトで動作するシステムの開発を行う必
要がある．また，複数のWebサイトにまたがった環境においても，本システムの有用性を検
証しなければならない．
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Webページ内の情報のテーブル形式での表現について

被験者実験を行った結果，今後本システムは自動抽出する属性数を増やす必要がある．属
性数を増えるとテーブルに表示される情報量も増える．しかし，カートサイズに限界がある
ため情報の可読性が低下する恐れがある．このような場合においても本システムの有用性を
検証しなければならない．
長文，サイズの大きい画像などのデータを扱う検索サイトも存在する．長文は文によって

長さがまちまちであったり，サイズの大きい画像などは表示に幅を取ったりするため，テー
ブル形式の表示に向いていない．このような場合においても情報が簡単に読み取れて比較が
できる表示方法を実現しなければならない．
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第7章 関連研究

本研究は，一般的にWebコンテンツを収集し利用する研究に位置づけられる．Webコン
テンツを収集し利用する研究の初期は，収集したWebページを整理・表示する方法の研究で
あった [3, 4]．topicshop[5]は，ユーザがWebサイトのサムネイル画像やタイトルをグルーピ
ングすることで，Webサイトの評価や整理を支援するインタフェースを提供している．その
後，Internet ScrapBook[7]，Hunter Gatherer[6]，C3W[8]といったWebページの一部を切り抜
き利用する研究がなされるようになった．Internet ScrapBookは指定されたWebページの必要
な部分の表示を切り抜き，スクラップページというページの切り抜きを集めたページに張り
付けることができる．スクラップページを更新すると，切り抜いた部分の最新情報を一度に
取得することができる．また，C3Wは切り出されたWebコンテンツの機能まで一緒に切り
抜くことができる．例えば，検索サイトの検索フォームを切り抜くと，切り抜かれたフォー
ムからそのサイトの検索結果ページを取得することができる．これらのシステムは一般的な
Webサイトで用いられ，情報の収集という用途で用いられる．本システムは検索システムを
含むWebサイトに特化して用いられ，情報の収集とその利用という用途で用いられる．
本研究と同様に，最近はWebページから収集した情報を利用するのための研究も多数行わ

れている．Sifter[1]や Thresher[9]は，検索システムの検索結果のデータを抽出・保存し，そ
の後の検索に役立てている．例えば，Sifterは検索結果のデータを更にソーティングしたり，
フィルタリングしたりできる．Sifterはデータの発見を支援するが，本研究はデータの選択を
支援する．
現在までに検索クエリによって収集されたドキュメントをランキングするための様々な技

術が開発されてきた [11]．これらは検索結果のランキング精度を高める研究であった．しか
し商品検索はランキング精度が向上しても，第 2章で示したようにユーザは大抵いくつかの
商品を見た後に最も満足の行く商品を選ぶので，検索クエリの変更は必要となる．本研究は
その点に注目し，検索クエリをの変更に適したインタフェースを設計した．
既存のWebサイトは効果的な比較ができないという，本研究と同じ問題意識を持った研究

も存在する．CWS[10]は二つのクエリに対応する二つの検索結果の中からそれぞれの検索結
果のWebページのタイトル，URL，スニペットを比較して類似するWebページのペアを発
見する．ペアになるWebページを表示することで，クエリの内容を比較することができる．
CWSでは二つのWebページが比較することができ，本研究はWebページ内の複数のアイテ
ムを比較することができる．
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第8章 結論

Web上で商品検索を行うユーザに指定された商品情報を常に一覧表示しておくことにより
情報の収集を支援し，収集された商品情報をテーブル形式で表示して，そこにソーティング
などの比較を支援する機能を実装することで情報の比較を支援するインタフェースを設計し
た．そして，そのインタフェースを取り入れたシステム Pick-up Cartを開発した．

Pick-up Cartの評価実験を行った結果，本研究のインタフェースは商品情報の収集と比較を
容易にできるとわかり，検索時のインタフェースとして有用であることがわかった．また，議
論を通して本研究のインタフェースの利点や今後の改善点を明らかにした．
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